
受
動
喫
煙
が
生
む
健
康
被
害

　
「
受
動
喫
煙
」と
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

人
が
、
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
ニ

コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
、

喫
煙
者
が
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
吸
い
こ
む

主
流
煙
だ
け
で
な
く
、
た
ば
こ
の
先
か
ら
立

ち
上
る
副
流
煙
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
副
流
煙
は
、
主
流
煙
よ
り
も
何
倍
も
有
害

物
質
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
毒
性
が
強
く
、

た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
周
り
の

人
も
、
健
康
被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

た
ば
こ
を
吸
う
人
は
も
ち
ろ
ん
、
受
動
喫

煙
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

望まない受動喫煙!望まない受動喫煙!
　たばこから出る煙などによる「受動喫煙」は喫煙者だけでな
く、非喫煙者の健康にも悪影響があることから、吸う人も吸
わない人も快適に過ごせる社会づくりが求められています。
　今回は、たばこが周囲に及ぼす影響や、受動喫煙防止につ
いてお知らせします。

問い合わせ　健康課☎594-1117

副流煙に含まれる有害物質
主流煙に含まれる有害物質濃度を１とした場合の副流煙
に含まれる有害物質濃度を示しています。

ニコチン

一酸化炭素

タール

アンモニア

血管を凝縮させ、血液の流れ
を悪くします

血液中の酸素の運搬を妨げ、
酸素不足を招きます

発がん性物質を多く含みます

目や鼻の粘膜を刺激します

データでみるたばこの害受動喫煙によってなりやすいガン

ー 禁煙のすすめ ー
「禁煙治療」でタバコを断ち切ろう！
　たばこには依存性があり、自力で禁煙するのが難し
い方には、貼り薬や飲み薬などを使って禁煙できる「禁
煙治療」があります。次の医療機関でご相談ください。

　市では、喫煙による身体への影響について理解し、たばこに関する正しい知識を
学んでもらうため、市内の中学１年生などを対象に喫煙防止教育を行っています。
　保健師がロールプレイを通して、喫煙の勧めを断る勇気を持つことの大切さにつ
いても伝えています。

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
、
改
正
健
康
増
進
法
や

兵
庫
県
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
は
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

　受動喫煙によって、たばこを吸わない人もがんや虚血性心疾患、脳卒中などの病気になるこ
とが分かっています。特に、子どもは健康への影響を大きく受けるため、配慮が必要です。
　喫煙者はマナーを守り、喫煙が禁止されている区域では、たばこを吸わない、特に子どもや
妊婦が近くにいるときには喫煙を控えるなど、受動喫煙の害から守りましょう。

建物内は

原則禁煙です！
○�学校や病院などでは、敷地内およびその周
辺でも禁煙（喫煙所設置不可）
○�観覧場・公園・スポーツ施設は、原則敷地
内禁煙（屋内外喫煙場所設置可）
○�会社事務所・飲食店などは、原則建物内禁
煙（※屋内喫煙場所設置可）

ＵＮＤＥＲ

２０

喫煙区域
Smoking area

「喫煙」には、加熱式たばこを吸うことが含まれます。

２０歳未満の方と妊婦の方は立ち入れません。

表示

屋外喫煙場所

20歳未満の方や
妊婦を受動喫煙から
守りましょう！

○�20歳未満の方や妊婦の近くでの喫煙は
禁止です
○�施設管理者は、従業員を含む20歳未満
の方や妊婦を喫煙可能区域へ立ち入ら
せてはいけません

罰則の適用
　喫煙者や施設管理者が法律・条例に違
反し、県による指導などにもかかわらず
改善を行わない場合は、最大30万円以下
の罰則の対象となります

私的（プライベート）空間
における取り組み
　20歳未満と妊婦の方の受動喫煙を防止
するため、次の場所での喫煙は禁止です。
○�20歳未満の者および妊婦と同室（乗）す
る住宅の居室内・自動車の車内
○通学時間帯における通学路
○�祭礼・イベント・縁日など、多数の者
が集まる催しが行われている屋外の場
所で、20歳未満の者または妊婦がいる
場所およびその周辺

受動喫煙によって年間約１万５千人が死亡

【受動喫煙による年間死亡推計値】

医院名 所在地 電話番号
あしだ内科医院（※1） 大沢1丁目7-2 590-1500
岡本病院 東吹1015-1 594-1616
栖田内科 黒岡184 552-0338
中野医院 宇土355-1 594-2211
（※1）現在、休止中（近々再開予定）。

【子どもたちの感想】
・�自分が思ってたよりも体に良くないものが入っていると分かりまし
た。20歳になっても吸いたくないと思いました
・�たばこが吸える歳になっても吸おうと思わないし、友達に誘われた
としても、絶対に吸わない！と思いました

感想を五・七・五にしています
•自分のね  体が大事  なら吸わない！
•たばこをね  吸うと肺とか  もろくなる
•たばこ代  年間お金  飛んでゆく
•好奇心  吸ったらもう  やめられない

中学校で喫煙防止教育を行っています！

望まない受動喫煙!

2.8倍

4.7倍

3.4倍

46倍

女性：10,434人

脳卒中
51％

肺がん
14％

虚血性心疾患
35％

肺がん
18％

虚血性心疾患
28％

脳卒中
54％

男性：4,523人

屋外喫煙場所
設置イメージ

受
動
喫
煙
の
危
険
性
を
知
る
こ
と
が
大
切

　
受
動
喫
煙
が
続
く
こ
と
で
、
た
ば
こ
を
直
接
吸
わ
な
く

て
も
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り

ま
す
。
妊
娠
中
の
方
は
、
低
出
生
体
重
児
や
妊
娠
合
併

症
な
ど
に
、
子
ど
も
は
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
や
気

管
支
ぜ
ん
そ
く
な
ど
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
最

近
で
は
、
子
ど
も
の
肺
炎
や
虫
歯
、
中
耳
炎
に
受
動
喫
煙
の
影
響
が
あ
る
と

の
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　
受
動
喫
煙
は
、
た
ば
こ
の
煙
が
見
え
る
と
こ
ろ
や
、
た
ば
こ
の
臭
い
が
す

る
と
こ
ろ
へ
近
づ
か
な
け
れ
ば
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
喫

煙
者
の
部
屋
の
壁
紙
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
有
害
物
質
が
染
み
込
み
、
そ
こ
か

ら
影
響
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
屋
内
禁
煙
に
な
っ
て
い
な
い
集

会
所
な
ど
が
あ
れ
ば
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な

方
の
健
康
を
守
た
め
に
も
、受
動
喫
煙
の
危
険
性
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

岡本病院副院長

片
か た

山
や ま

覚
さとる

さん

出典：厚生労働省

がん以外の健康影響
⃝大人
　脳卒中
　臭気・鼻への刺激感
　虚血性心疾患
⃝妊娠・出産
　乳幼児突然死症候群（SIDS）
⃝子ども
　喘息

鼻腔・
副鼻腔がん

乳がん
肺がん

出典：厚生労働省検討会報告書

［2023年12月の市医師会アンケートをもとに作成］

出典：厚生労働省検討会報告書
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考
え
る「
市
内
高
等
学
校
在
り
方
検
討
会
」

と
３
つ
の
分
科
会
を
設
置
。
検
討
会
で
は
、

①
子
ど
も
た
ち
か
ら
見
て
選
択
さ
れ
る
高

校
は　

②
地
域
か
ら
見
た
望
ま
し
い
高
校

は　

③
望
ま
し
い
適
正
な
高
校
数
は
の
３

項
目
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
月
６
日
か
ら
23
日
ま
で
市

内
の
５
地
域
で
開
催
し
た「
３
高
校
の
未

来
を
考
え
る
会
」に
お
い
て
、
在
り
方
検
討

会
の
設
置
に
至
っ
た
経
緯
や
、
検
討
会
で

の
意
見（
中
間
報
告
）な
ど
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
丹
有
地
区
の
統
合
校
が
発
表

さ
れ
る
令
和
７
年
度
ま
で
に
、
市
内
３
高

校
の
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を

ま
と
め
、
市
の
方
向
性
を
示
す
と
と
も

に
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
へ
要
望
を
行
い

ま
す
。

　

近
年
、
市
内
の
中
学
生
が
市
外
の
高
校

へ
の
進
学
を
希
望
す
る
割
合
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
、
市
内
の
高
等
学
校
に
お
い

て
は
入
学
希
望
者
が
募
集
定
員
に
満
た
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
市
で
は
市
内

で
安
心
し
て
高
等
学
校
教
育
ま
で
を
受
け

ら
れ
る
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
路

線
バ
ス
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
行
っ
た
ほ

か
、
高
等
学
校
の
魅
力
づ
く
り
へ
の
支
援

や
市
広
報
紙
へ
の
特
集
記
事
の
掲
載
、
地

元
進
学
を
啓
発
す
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
令
和
４
年
３
月
に

兵
庫
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
県
立
高

等
学
校
教
育
改
革
第
三
次
実
施
計
画（
左

図
）が
策
定
さ
れ
、
県
立
高
校
の
発
展
的
統

合
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
市
も
そ
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

市
内
３
高
校
の
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て

県立高等学校教育改革第三次実施計画

　兵庫県内125の全日制県立高校のうち、28
校を統合して13校に再編します。
　2028年度は12校を６校に再編予定で、対象
校はその３年前に公表されます。

　・阪神地域　＝２校➡１校

　・丹有地域　＝４校➡２校

　・東播磨地域＝２校➡１校

　・中播磨地域＝２校➡１校

　・西播磨地域＝２校➡１校

　地域の特性等を踏まえ、発展的統合を行わな
い望ましい規模に満たない学校については、地
域の支援を得ながら存続する可能性、もしくは、
新たに発展的統合を行う可能性について、市町
教育委員会等と引き続き協議します。

県立高等学校（全日制）の
望ましい規模と配置

【基本的な方向性】

　少子化にあっても、多様で活力ある教育活動
を維持するために、
　・普通科・総合学科で１学年６～８学級
　・職業学科の単独校で１学年３学級以上
の望ましい規模となるよう、原則、発展的統合
によりその規模を確保し、配置を検討します。

　一方、発展的統合を行わず、現行の規模等を
維持する学校の中で、１学年１学級となった学
校においては、入学者が生徒定員の２分の１（20
人）に満たない状況が２年続き、その後も生徒数
の増加が見込めない場合は、原則として募集を
停止します。

市
内
３
高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う

「
３
高
校
の
未
来
を
考
え
る
会
」を
開
催

　
市
で
は
、
市
内
３
高
校（
篠
山
鳳
鳴
・
篠
山
産
業
・
篠
山
東
雲
）の
今
後
の
在
り
方
を
考
え

る「
市
内
高
等
学
校
在
り
方
検
討
会
」を
令
和
４
年
度
に
設
置
し
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
月
６
日
か
ら
23
日
ま
で
市
内
５
地
域
に
お
い
て
、「
３
高
校
の
未
来
を
考
え
る
会
」

を
開
催
し
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
考
え
る
会
で
の
意
見
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
３
高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
１

篠山鳳鳴高校第45回卒業生からの提案 【鳳鳴義塾の復活】

「
３
高
校
の
未
来
を
考
え
る
会
」で
の
主
な
意
見

保護者の皆さんからは、３校を１校に統合してほしいとの意見が多くありました

・�市内の小学校・中学校・高等学校を一つにまと
める。原点へ戻る
・�少子化という小学校・中学校・高等学校の共通
課題をまとめて解決するとともに、将来の人材
を育成する取り組みを実行する

・�小学校・中学校・高等学校の一環教育により
従来のカリキュラムと独自のプログラムを機
動的に組み合わせ、一層質の高い教育を実施
する

３校を１校に統
合して、部活動
が選択できるよ
うにしてほしい

３校存続すること
が望ましいが、２
校や１校になるの
もやむを得ない

東雲高校の小
規模の良さを
残してほしい

中学生の保護者と話す
機会があり、高校を選
択する指標として偏差
値を気にされていた

３校を１校にというの
が多数意見と聞いてい
るが、同窓会員として
は存続させてほしい

３校の特色や魅力
を残した総合高校
にしてほしい

３校を１校に統合された
ときに現状の建物を残す
のか、別の場所に設置さ
れる可能性があるのか、
提案しておいた方がよい

丹波篠山ならではの食文
化・農業・テクノロジー
といったグローバルに特
化した、特色のある高校
をめざしてほしい
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ー ワクワク農村未来プラン vo.1 ー
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Guide for villages preservation and revitalization

ー 集 落 で 取 組 む 村 づ く り の 手 引 き ー

あなたの村が
ワクワク農村に
なるまで

永久保存版

写真　野瀬　勝一

未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　
10
年
後
、
20
年
後
、
私
た
ち
の
集
落
は

ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
少
子
高

齢
化
、
担
い
手
不
足
、
空
き
家
の
増
加
な

ど
、
ど
こ
の
集
落
も
将
来
の
不
安
を
抱
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
市
で
は「
ワ
ク
ワ
ク
農

村
未
来
プ
ラ
ン
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
集
落
を
未
来
へ
つ
な
げ

る
た
め
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
を
み
ん
な

で
考
え
る
取
り
組
み
で
す
。

　
“
ワ
ク
ワ
ク
”と
は
丹
波
篠
山
で
幸
せ

を
見
つ
け
て
、
集
落
の
み
ん
な
で
取
り

組
め
る
こ
と
。
今
年
度
は
、
住
民
み
ん

な
で
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

約
８
割
の
自
治
会
で
学
習
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

\この冊子で紹介しています/

　

学
習
会
で
は
、
活
動
に
向
け
て
前
向

き
な
意
見
交
換
を
し
た
自
治
会
も
あ
る

一
方
で
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
焦
点

が
当
た
る
話
し
合
い
も
あ
り
ま
し
た
。

集
落
を
未
来
へ
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の「
こ
ん
な
地
域
に
し
た

い
」と
い
う
前
向
き
な
思
い
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
学
習
会
で
は
は
ど
ん
な
話
し

合
い
が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

あなたが住みたいと思うまちは、どんなまちですか？
このまちで暮らす理由はなんですか？

「おかえり」「ただいま」そんな日常がこれからも続くように、
丹波篠山の未来を今、考えます。

問い合わせ　創造都市課☎552-5106/地域振興課☎552-5112

集落の現状と課題の把握

人手不足 関係の希薄化 高齢化

丹波篠山で暮らす
幸せを実感できる

という理想をえがく

住
民
み
ん
な
で

ワ
ク
ワ
ク
農
村
を
考
え
て
み
た

前向きな話し合いに
つながった意見

課題に焦点が当たった
話し合いの意見

\ 前向きな話し合いにつながった自治会に聞きました /
Q.どんなことを話し合いましたか？

　学習会では、畑市が誇れる「お宝」を出し合いました。ネズの大木、
お薬師さん、えべっさん、山車、アサギマダラ、灰屋などなど…。

植物に詳しい方、伝統文化、地域の資源などに目を向ける
ことで、想像以上のお宝を見つけることができました。
　これらを多くの人に知ってもらい、人が集うことで「ワ
クワク・元気」な農村になると思っています。そのため
にこのお宝一つ一つをどう磨いていくのか、村人た
ちの挑戦が始まります。

ワ
ク
ワ
ク
っ
て
、
す
ぐ
そ
ば
に

　
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
を
考
え
よ
う
」

と
言
わ
れ
て
も
、
す
ぐ
思
い
つ
く
人
ば

か
り
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
少
子
高

齢
化
が
加
速
し
、
将
来
の
不
安
も
多
い

中
で
、「
ワ
ク
ワ
ク
な
ん
て
感
じ
な
い
」

と
言
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、「
ワ
ク
ワ
ク
」は
誰
も
が
そ
の

種
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
生
活
の

中
で
あ
な
た
が「
い
い
な
」と
思
っ
た
こ

と
が
、
ワ
ク
ワ
ク
の
第
1
歩
で
す
。「
大

事
に
育
て
た
農
産
物
を
収
穫
す
る
と

き
」「
田
ん
ぼ
や
川
で
子
ど
も
た
ち
が
生

き
物
と
触
れ
合
っ
て
い
る
と
き
」「
地
域

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
行
事
に
参
加
す

る
と
き
」日
常
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
で

き
ご
と
が
、
ワ
ク
ワ
ク
に
な
り
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
も
の
が
」と
思
う
よ
う
な
あ

た
り
ま
え
の
も
の
も
、
実
は
外
の
人
が

見
れ
ば
新
鮮
で
、
価
値
が
あ
る
も
の

だ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
地
域
の

中
に
す
で
に
あ
る
魅
力
に
気
付
き
、
そ

の
価
値
を
認
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

そ
し
て
、
あ
な
た
の
感
じ
た
ワ
ク
ワ

ク
を
他
の
人
に
広
げ
て
育
て
て
い
く

こ
と
が
ワ
ク
ワ
ク
農
村
の
実
現
に
つ

な
が
り
ま
す
。「
こ
ん
な
だ
っ
た
ら
い

い
な
」「
こ
う
し
た
い
な
」な
ど
、
み
ん

な
で
地
域
の
夢
を
語
り
合
う
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

学 習 会

前向きな話し合いにする

３つのポイント

1. �方向性を導く進行役を決め
よう！

2. �マンパワー不足はふるさと
応援団に呼びかけよう！

3. �女性、若者、移住者の方が参
加しやすい環境を作ろう！

▶�市では外部人材の活用やワク
ワク活動への補助金の案内を
しています。お気軽にご相談
ください。

ワ
ク
ワ
ク
農
村

イ
メ
ー
ジ
図

未来未来ののまちまちを、を、今今ここからここから

まちなみや
自然環境を生かす

特産を生かし
支えあう農業

集落の内外の
人とのつながり

安全・安心な
生活を守る

伝統文化を
継承する

ワクワク農村

ワクワク
の

発見

ワクワクを

広げる

コロナ以前にしていた祭り、餅つ
き大会、運動会などのイベントを
復活させよう！

移住者との懇親会をしてみてはどうか

ふるさと応援団との取り組みが
できないか（草刈り支援、獣害
対策、みこしの担ぎ手）

三世代交流、子どもたちの外遊び
を支援しよう！

負担感なく、自分たちが楽しいと
思えることに取り組んでみよう

高齢化や役員のなり手不足で
できる人がいない

他の地域と違って若い世代の
リーダーがいない

畑市自治会長・定住促進推進員　藤
ふじ

井
い

宣
のぶ

良
よし

さん

次
月
で
は
、
各
自
治
会
で
の
取
り

組
み
、
市
の
支
援
策
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

全自治会の

約80％で

学習会を実施

集 落 を 未 来 に つ な ぐ

実施自治会

「こんな地域にしたい」
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